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岡山マードック研究会、 ドック夫妻との交流など
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マードック学会の新会長の塩田勉先生から
ニュースレターに岡山のマードック研究会につい
て｢その雰囲気､顔ぶれ､お話しになった内容､ある
いは私のイギリスでのマードック再発見などのエ
ピソードを書いていただきたい」というお言葉が
ありましたので下記のような雑文を書きました。

日には率先して会場の整備にあたりました。会場
は今日のように施設は充実していなかったので、
毎回、岡山大学教養部の正面玄関の上にある会議
室を利用しました。そのためには教養部庶務課に
申し出て許可を得る必要がありました。このほか
にも黒板の整備など多くの雑務がありました。そ
れを毎回、森元さんがおこないました｡勿論何人
かの協力者がいました。‘駒沢礼子さん､佐久川豊
子さん達です｡そのような努力の結果､入会希望者
が次々と出てきました。徳原佳子さん､西前和世
さん､寺西雅之･雅子夫妻などです｡岡山市内在住
ではなく広島県の因島から駆けつけた人(田頭衛
子さん）もいます。最新鋭は小野順子さんです。
これだけの陣容が整いますと発表者の準備も熱

が入り次第にレベルは向上しました。研究発表は
始めはマードックの小説の作品論でしたが、次に
私はマードックのインターヴュウと随筆に目を通
すように指示しました。インターヴュウは参考に
なる内容があり、生真面目に読み、翻訳も続けま
した。その結果は大学教育出版社から『アイリ
ス・マードック随筆・対談集』のタイトルで出版
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研究会ではマードック夫妻を囲んで発表を行な
いたいという希望が強くなり、私はお二人に招待
状を差し上げました。お二人はそのような研究会
を是非見学したいと言って来訪してくれました。
研究会だけではなく、後楽園、瀬戸大橋も案内し
喜んでいただきました。研究会にも出席<ださ
り、会員は思わぬ宝物を獲得しました。
次に、私のイギリスに於けるマードック再発見

についてですが、この点、私はまったくの幸運に
恵まれたのです。私は当時岡山大学の教養課程の
英語教育の責任者であって、その為にはごく上
等の外国人教師が必要であると考え、そのよう
な立派な人物を探し求めていました。しかしそ

岡山でマードック研究会が設けられたのは
1990年代です。私のゼミ修了生がもう少し勉学し
たいと考え、数名で発足しました。その中心的人
物は森元洋子さんでした。彼女は年に数回の研究

岡山マードック研究会の主要メンバー
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研究会で発表後の記念写真
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Heywood教授宅のbackyardと応接室、マードッ
ク夫妻邸のkitchen  roomや応接室では会話に花
が咲きました。
Heywood教授は私の滞英中はお宅に泊めてく

ださいました。そのために私にとって願っても
ないことに、トリオグループ(Murdoch,   John,
Christopher)はカルテット(Murdoch,  John,
Christopher, Yozo  Muroya)になりました。私は
1980年代と1990年代頻繁にイギリスに出かけまし
たが、マードックに関する知識はほとんどカル
テット活動を通じて獲得しました。マードックは
石の収集家で多くの石をあつめていることは誰で
も知っていますが、それを家の中にどのように収
めているのかを正確に知っている人は多くありま
せん。マードック邸をよく訪ねた私にはよく分か

瀬戸大橋見学中のマードック夫妻
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夫妻来訪中の研究会全メンバーの記念写真
（上下段ともに３０/05/1993）

のような人物はめったにいません。そしてやっ
と見つけ出したのはSheffiled大学のChristopehr
Heywood教授です。私は彼を発見した時岡山大
学の英語教育の為に全力を尽くした満足感に満
たされました。しかしこれは岡山大学のためば
かりでなく、私自身のマードック研究のために
は全く幸運なことでした。Christopher  Heywood
教授は学生時代オックスフォード大学のNew
Collegeに属していましたが、当時の同College
の英文学担当の教授はJohn  Bayleyさんだった
のです。Bayley教授は当時マードックと交際中
でした。当然三人は親しくなり、Heywood教授
は二人に関して色々なことを知悉しています。三
人の交際は1990年代も続いていて、私もその仲
間に入れていただきました。マードック夫妻の
住居(30  Charlbury  Road)とHeywood教授の
住所の距離は自転車で15分ほどの近距離です。
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ります。それをペンで説明するのは困難ですので
写真で見ていただくようにします。

を頂きました。
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スに出かけましたが、そこにはPeter Conradi教
授と詩人スペンダーがいたからです。マードッ
ク夫妻がしばしば訪問したもうひとつの場所は、
Dorset州のLitton Cheneyです。ここにはもう一
人の親友Reynolds   Stone一家が住んでいたから
です。近くのChesil Bankはマードックが溺れか
けた海辺であり、血ckson 's  Dileｍ"zαの舞台にも
なっています。
私がマードックとカルテットの交際をした中で
自慢できるのは彼女との膨大な手紙の往復書簡と
撮影した写真です。手紙につきましては、先年、
発刊した「アイリス・マードックと宮沢賢治の同
質‘性ｊの中で紹介していますから、それをご利用
いただければ幸いですが、本稿では随所で写真を
お見せいたしました。
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テーブルの上に椅麗にならべられています。
｢マードックの家は部屋も廊̅下も拾った石でいっ
ぱいで足を踏み入れる余地がない」と批評されて
いますが、これは全くのデマです。
マードックと楽しむ会話の材料はマードックが

執筆中の作品でした。おかげでいろいろなエピ
ソードを知ることができました。例えば彼女が
Ⅳ""ｓα"d Soldie応を書いたのは、詩人Stephen
Spenderの南フランスの別荘に宿泊中のことでし
た。マードックとスチーヴン・スペンダーは親友
で彼女はしばしばこの別荘に招待されたそうで
す。しかもそこの地勢は作品の中で利用されてい
ます。マードックとスペンダーがそのような親友
だとすると、マードック研究の新たな視点とな
り、新たな研究が始められるのではないでしょう
か。
1996年の夏のマードックを訪ねようとして便り

を認めました。其れに対して私は次のような手紙
マードック邸のキッチンルームで酒を楽しみながら

談笑中のマードックと筆者


